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初
期
真
宗
に
お
け
る
集
団
の
諸
相
 

塚
　
本
　
一
　
真
 

は
じ
め
に
 

今
号
は
、「
仏
教
に
お
け
る
教
団
―
歴
史
と
現
在
」
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
本
論
で
は
、
真
宗
教
団
の
草
創
期
と
も
言
え
る
時

代
に
焦
点
を
あ
て
た
い
。
当
時
の
真
宗
教
団
と
は
、
現
代
の
よ
う
に
、
伽
藍
、
法
規
、
組
織
な
ど
を
も
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
「
教

団
」
で
は
な
い
。
浄
土
真
宗
に
お
い
て
、「
初
期
教
団
」
や
「
親
鸞
門
流（

1
）」
な
ど
と
呼
称
さ
れ
る
の
は
、
親
鸞
か
ら
直
接
に
教
え
を
受

け
た
門
弟
が
中
心
と
な
っ
た
念
仏
集
団
で
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
高
田
、
横
曽
根
、
浅
香
、
荒
木
、
鹿
島
な
ど
地
域
ご
と
に
形
成
さ
れ

て
い
た
「
門
徒
」
で
あ
る
。
本
論
に
用
い
る
「
初
期
真
宗
」
と
は
、
そ
れ
ら
直
弟
を
中
心
と
し
た
集
団
が
形
成
さ
れ
本
願
寺
や
佛
光
寺

な
ど
が
興
っ
て
く
る
頃
ま
で
を
さ
す
。
本
論
で
は
、
初
期
真
宗
に
お
け
る
「
集
団
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
あ
り
方
を
し
て
い
た
の
か
に

つ
い
て
論
述
し
て
い
き
た
い
。 

 



（
１
）
法
然
の
門
流
と
親
鸞
の
一
流
 

ま
ず
、
最
初
に
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
親
鸞
に
つ
い
て
で
あ
る
。
親
鸞
自
身
が
書
き
残
し
た
言
葉
の
中
に
は
、
念
仏
集
団
そ
の

も
の
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
も
の
は
極
め
て
少
な
い
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
し
て
考
え
ら
れ
る
言
葉
と
し
て
「
門
徒
」
が
あ
る
。『
西
方
指
南

抄
』
に
は
、
曇
鸞
に
つ
い
て
、 

 
幷
州
の
玄
忠
寺
に
三
百
餘
人
門
徒
あ
り
。
臨
終
の
と
き
、
そ
の
門
徒
三
百
餘
人
あ
つ
ま
り
て
、
自
は
香
呂
を
と
り
て
西
に
向
て
弟

子
と
も
に
声
を
等
し
て
高
声
念
仏
し
て
命
終
し
ぬ
。
                                                             （『
聖
典
全
書
』
三
、
九
〇
六
） 

 
と
あ
る
よ
う
に
、「
門
徒
」
と
は
同
門
の
輩
、
す
な
わ
ち
教
え
を
と
も
に
す
る
集
団
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
こ
の

「
門
徒
」
に
つ
い
て
は
、
親
鸞
の
著
作
に
お
い
て
も
、
い
く
つ
か
の
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、『
教
行
信
証
』
後
序
で

は
、「
承
元
の
法
難
」
に
お
け
る
処
罰
に
対
し
て
、 

 
真
宗
興
隆
大
祖
源
空
法
師
并
門
徒
数
輩
不
考
罪
科
猥
坐
死

（『
聖
典
全
書
』
二
、
二
五
四（

2
）） 

 
と
述
べ
て
い
る
。
同
じ
『
教
行
信
証
』
後
序
に
「
然
愚
禿
釈
鸞
建
仁
辛
酉
暦
棄
雑
行
兮
帰
本
願
」（『
聖
典
全
書
』
二
、
二
五
四
）
と
あ

る
よ
う
に
、
親
鸞
は
、
比
叡
山
を
下
り
て
法
然
の
専
修
念
仏
の
教
え
に
帰
依
し
、『
選
択
集
』
の
書
写
や
法
然
の
影
像
を
書
く
こ
と
が

許
さ
れ
る
な
ど
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
。
し
か
し
、
法
然
の
専
修
念
仏
教
団
に
対
し
て
、
比
叡
山
か
ら
の
批
難
の
声
が
上
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が
り
、
ま
た
、『
興
福
寺
奏
状
』
が
提
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
、「
承
元
の
法
難
」
と
い
わ
れ
る
朝
廷
に
よ
る
専
修
念
仏
の
弾
圧
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
く
。
そ
の
「
承
元
の
法
難
」
に
お
け
る
処
罰
に
つ
い
て
、
親
鸞
は
、
法
然
門
下
の
人
々
に
つ
い
て
「
門
徒
数
輩
」
と
記
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
や
は
り
法
然
に
つ
い
て
記
し
た
『
高
僧
和
讃
』「
源
空
讃
」
で
は
、 

 
源
空
光
明
は
な
た
し
め
　
　
門
徒
に
つ
ね
に
み
せ
し
め
き
 

　
　
賢
哲
・
愚
夫
も
え
ら
ば
れ
ず
　
　
豪
貴
・
鄙
賤
も
へ
だ
て
な
し

（『
聖
典
全
書
』
二
、
四
五
九
） 

 
と
、
源
空
が
光
明
を
放
ち
、
そ
の
姿
を
日
ご
ろ
か
ら
門
弟
た
ち
に
見
せ
、
賢
愚
や
貧
富
な
ど
立
場
の
違
い
に
よ
っ
て
、
分
け
隔
て
す
る

こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を
讃
え
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
法
然
門
下
の
人
々
に
つ
い
て
「
門
徒
」
と
呼
称
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

れ
ら
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
親
鸞
が
書
き
記
し
た
言
葉
の
上
に
み
る
「
門
徒
」
と
は
、
法
然
門
下
の
人
々
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
集
団

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。 

親
鸞
に
お
い
て
は
、
教
え
を
と
も
に
す
る
集
団
と
は
、
法
然
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
親
鸞
を
慕
い
、
教
え
を
と

も
に
す
る
間
柄
に
あ
っ
た
門
弟
と
の
関
係
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
で
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
親
鸞
に
は
集
団
形

成
の
意
図
が
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
示
す
の
に
従
来
よ
り
用
い
ら
れ
る
の
は
『
歎
異
抄
』
で
あ
る
。
そ
の
第
六
条
に
は

「
親
鸞
は
弟
子
一
人
も
も
た
ず
候
ふ
」
と
あ
り
、
同
じ
く
第
二
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
親
鸞
は
、
い
く
つ
も
の
国
を
越
え
、
命
が

け
で
た
ず
ね
て
き
た
門
弟
た
ち
に
対
し
て
、
往
生
浄
土
の
道
を
問
い
た
だ
し
た
い
と
い
う
そ
の
思
い
を
聞
き
な
が
ら
も
、 

 
し
か
る
に
念
仏
よ
り
ほ
か
に
往
生
の
み
ち
を
も
存
知
し
、
ま
た
法
文
等
を
も
し
り
た
る
ら
ん
と
、
こ
こ
ろ
に
く
く
お
ぼ
し
め
し
て

お
は
し
ま
し
て
は
ん
べ
ら
ん
は
、
お
ほ
き
な
る
あ
や
ま
り
な
り
。
                                       （『
聖
典
全
書
』
二
、
一
〇
五
四
） 
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と
述
べ
る
。
念
仏
の
他
に
浄
土
に
往
生
す
る
道
や
、
そ
の
教
え
を
知
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
大
き
な
誤
り
で
あ

る
と
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
続
け
て
、 

 
親
鸞
に
お
き
て
は
、
た
だ
念
仏
し
て
、
弥
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
ゐ
ら
す
べ
し
と
、
よ
き
ひ
と
の
仰
せ
を
か
ぶ
り
て
、
信
ず
る
ほ
か

に
別
の
子
細
な
き
な
り
。
                                                                                             （『
聖
典
全
書
』
二
、
一
〇
五
四
） 

 
と
、
親
鸞
自
身
は
、
法
然
の
言
葉
を
聞
き
信
じ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
に
何
か
が
あ
る
わ
け
で
な
い
と
、
明
言
し
て
い
る
。
法
然

を
念
仏
の
法
義
の
師
と
し
、
自
ら
は
師
位
に
立
つ
こ
と
の
な
い
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、

こ
の
第
二
条
の
内
容
は
、
門
弟
に
と
っ
て
の
親
鸞
と
は
、
い
く
つ
も
の
国
を
越
え
、
命
が
け
で
法
義
に
つ
い
て
た
ず
ね
に
い
く
ほ
ど
の

人
物
で
も
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
親
鸞
の
も
と
に
集
団
が
形
成
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

法
然
の
門
流
の
中
に
親
鸞
の
一
流
を
み
て
い
く
と
、
そ
の
名
が
出
て
く
る
の
は
、
そ
う
早
い
こ
と
で
は
な
い
。
法
然
の
没
後
に
制
作

さ
れ
た
門
流
の
記
録
に
は
、
正
嘉
元
（
一
二
五
七
）
年
『
私
聚
百
因
縁
集
』（
住
信
）、
正
元
元
（
一
二
五
九
）
年
『
一
代
五
時
図
』

（
日
蓮
）、
応
長
元
（
一
三
一
一
）
年
『
浄
土
源
流
章
』（
凝
然
）、
永
和
元
（
一
三
七
五
）
年
『
吉
水
法
流
記
』（
尭
恵（

3
））
が
あ
る
が
、

親
鸞
の
一
流
の
初
見
は
、
法
然
が
没
し
て
か
ら
一
六
六
年
後
の
永
和
四
（
一
三
七
八
）
年
に
制
作
さ
れ
た
『
法
水
分
流
記
』
で
あ
る
。

西
山
深
草
流
の
静
見
了
日
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
法
水
分
流
記
』
に
は
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
の
記

録
が
五
流
か
ら
七
流
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、『
法
水
分
流
記
』
で
は
九
流
が
記
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
法
然
門
下
の
九
流
と
は
、
白

川
門
徒
、
多
念
義
、
鎮
西
義
、
一
念
義
、
嵯
峨
門
徒
、
西
山
義
、
紫
野
門
徒
、
九
品
寺
義
、
そ
し
て
大
谷
門
徒
で
あ
る
。『
法
水
分
流

記
』
に
は
、
親
鸞
の
一
流
を
示
し
て
、 
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○
大
谷
門
徒
　
﹇
号
一
向
宗
﹈ 

 
　
親
鸞
﹇
善
信
﹈│┘
﹇
住
大
谷
本
願
寺
　
日
野
皇
太
宮
大
進
「
有
大
進
」
有
範
息
本
慈
鎮
和
尚
門
人
　
上
人
往
生
時
四
十
三
 

　
　
　
　
　
　
　
─
弘
長
二
壬
戌
十
一
廿
八
往
生
九
三
歳
　
教
行
信
証
文
類
六
巻
製
之
　
越
後
国
府
配
所
﹈ 

　
　
　
　
　
　
　
─
 

　
　
　
　
┐
│
│
└
 

　
　
　
　
─
 

　
　
　
　
─
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
円
性
﹈ 

　
　
　
　
┬│
如
信
│
│
│
│
│
│
覚
英
│
│
│
│
│┤│
覚
如
 

　
　
　
　
─
　
　
　
　
　
　
　
﹇
住
号
大
谷
御
所
﹈─
 

　
　
　
　
─
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
 

　
　
　
　
─
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
┬│
存
覚
﹇
号
今
小
路
﹈
素
欽
 

　
　
　
　
─
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
 

　
　
　
　
─
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
 

　
　
　
　
─
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
┌│
乗
専
﹇
円
空
﹈ 

　
　
　
　
─
 

　
　
　
　
─
 

　
　
　
　
┬│
性
信
│
│
│
│
│
│
願
性
│
│
│
│
│
│
善
明
│
│
│
│
│
│
愚
咄
│
│
│
│
│
│
聖
空
│
│
│
│
│
│
円
空
 

　
　
　
　
─﹇
住
常
州
横
曽
祢
﹈ 

　
　
　
　
─
 

　
　
　
　
┌│
真
仏
│
│
│
│
│
│
源
海
│
│
│
│
│
│
誓
海
│
│
│
│
│
│
明
光
│
│
│
│
│
│
了
源
│
│
│
│
│
│
専
性
 

　
　
　
　
　
　﹇
住
阿
佐
府
﹈ 

 

（『
史
料
集
成
』
七
、
八
一
三
） 

 
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
親
鸞
の
直
弟
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
如
信
、
性
信
、
真
仏
で
あ
る
。
如
信
は
、
親
鸞
の
長
子

で
あ
る
慈
信
房
善
鸞
の
子
で
あ
り
、
親
鸞
の
膝
下
で
育
っ
た
と
さ
れ
る
。
大
網
門
徒
で
あ
り
、
覚
如
が
尊
敬
し
法
脈
の
相
承
を
強
調
す

る
人
物
で
あ
る
。
性
信
と
は
、
真
宗
大
谷
派
蔵
で
現
存
唯
一
の
親
鸞
真
筆
の
『
教
行
信
証
』（
坂
東
本
）
の
相
伝
者
と
し
て
名
前
が
記

さ
れ
る
門
弟
で
、
関
東
に
お
い
て
念
仏
停
止
の
訴
訟
が
起
こ
っ
た
時
、
幕
府
と
の
交
渉
を
担
っ
た
横
曽
根
門
徒
の
筆
頭
で
あ
る
。
そ
し
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て
、
真
仏
は
、
数
多
く
の
親
鸞
の
著
作
を
書
写
し
た
人
物
で
あ
り
、
真
仏
宛
の
御
消
息
で
は
、「
ゑ
ん
仏
ば
う
」
と
い
う
門
弟
の
手
助

け
を
依
頼
す
る
な
ど
、
親
鸞
が
た
よ
り
に
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
は
、
本
願
寺
、
錦
織
寺
、
佛

光
寺
を
示
し
て
い
る
が
、
す
で
に
、
先
行
研
究（

4
）に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
表
記
に
は
写
誤
と
見
ら
れ
る
点
も
あ
る
。
ま
た
、
そ
こ
に
高
田

門
徒
の
系
譜
が
記
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
こ
こ
で
先
に
こ
と
わ
っ
て
お
き
た
い
の
は
、
親
鸞
の
一
流
を
示
す
の
に
、
高

田
門
徒
の
系
譜
が
除
か
れ
る
の
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
筆
頭
で
あ
る
真
仏
と
顕
智
は
、
親
鸞
の
著
作

の
書
写
相
伝
者
で
あ
り
、
そ
の
数
は
他
に
比
肩
で
き
る
門
弟
が
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
真
仏
に
は
、『
教
行
信
証
』、『
入
出
二
門
偈

頌
』、『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』（
七
十
五
首
）、『
如
来
二
種
廻
向
文
』、「
親
鸞
夢
記
云
」、「
六
角
堂
夢
想
偈
文
」、「
四
十
八
誓
願
」、「
光

明
寺
善
導
和
尚
言
」、「
往
生
要
集
云
」、
顕
智
に
は
『
愚
禿
鈔
』、『
浄
土
和
讃
』、『
正
像
末
和
讃
』、『
一
念
多
念
文
意
』
の
書
写
本
が

あ
る
。
ま
た
、
親
鸞
真
筆
の
「
三
帖
和
讃
」
は
真
仏
と
と
も
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、『
西
方
指
南
抄
』
に
は
、
親
鸞
の
真
筆
本
の

成
立
に
関
わ
る
真
仏
、
顕
智
の
二
人
に
よ
る
書
写
本
が
あ
る
。
そ
の
書
写
本
と
は
、
真
仏
、
顕
智
、
専
信
房
専
海
、
弥
太
郎
の
四
名
が

親
鸞
の
元
を
訪
れ
た
時
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
特
徴
的
な
の
は
、
真
仏
書
写
の
部
分
に
は
、
真
仏
が
書
写
し
た
後

に
親
鸞
の
真
筆
本
が
訂
正
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
ま
た
真
仏
の
書
写
本
に
反
映
し
た
箇
所
が
あ
り
、
両
者
が
真
筆
本
か
ら
書
写
本
へ
と

い
う
一
方
向
で
は
な
く
、
書
写
本
か
ら
真
筆
本
を
見
る
と
い
う
方
向
に
も
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

5
）。
そ
れ
は
、
両
者
の
極
め

て
近
い
関
係
性
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
親
鸞
の
著
作
だ
け
で
な
く
、
真
仏
に
は
『
三
部
経
大
意
』、「
法
然
聖
人
御
消
息
」、『
経
釈

文
聞
書
』、
顕
智
に
は
『
大
阿
弥
陀
経
』、『
選
択
本
願
念
仏
集
』（
仮
字
本
）、『
法
然
上
人
伝
法
絵
』、『
聞
書
』、『
抄
出
』
と
い
っ
た
経

典
、
法
然
の
著
作
、
諸
文
の
抜
書
集
が
現
存
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
相
伝
し
、
関
東
に
専
修
寺
と
い
う
拠
点
を
構
え
、
後
世

に
護
り
伝
え
た
の
が
高
田
門
徒
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
高
田
門
徒
が
親
鸞
の
一
流
に
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
従
来
よ
り
指
摘
さ

れ
る
よ
う
に
、
制
作
者
で
あ
る
静
見
が
そ
れ
ら
の
事
情
に
詳
し
く
な
か
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な

く
、
本
願
寺
、
錦
織
寺
、
佛
光
寺
と
の
関
係
も
考
慮
に
入
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。『
法
水
分
流
記
』
の
撰
述
年
時
と
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考
え
ら
れ
て
い
る
永
和
四
（
一
三
七
八
）
年
と
は
、
本
願
寺
の
系
譜
で
み
れ
ば
、
善
如
の
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
覚
如
は
正
平
六
（
一

三
五
一
）
年
、
そ
の
長
子
で
あ
る
存
覚
は
文
中
二
（
一
三
七
三
）
年
に
す
で
に
没
し
て
い
た
が
、
こ
の
両
者
は
、
修
学
過
程
を
は
じ
め

と
し
て
西
山
流
と
近
し
い
関
係
に
あ
る
。
ま
た
、
存
覚
は
錦
織
寺
や
佛
光
寺
と
は
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
関
係
性
か
ら

『
法
水
分
流
記
』
に
お
け
る
親
鸞
の
一
流
は
、
初
期
真
宗
に
お
け
る
集
団
の
中
で
も
本
願
寺
、
錦
織
寺
、
佛
光
寺
の
系
譜
を
示
し
た

「
大
谷
門
徒
」
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
つ
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
は
記
録
し
た
人
物
が
、
親
鸞
の
門
弟
で
は
な

く
、
西
山
深
草
流
の
静
見
で
あ
り
、
西
山
の
流
れ
の
中
で
写
伝
さ
れ
て
き
た（

6
）と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
特
別
な
意
図
が
は
た
ら
く

と
は
考
え
に
く
く
、
そ
の
意
味
で
、『
法
水
分
流
記
』
は
、「
真
宗
の
外
」
か
ら
そ
の
ま
ま
に
初
期
真
宗
の
集
団
を
示
し
た
貴
重
な
史
料

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

さ
て
、
次
に
親
鸞
の
も
と
に
形
成
さ
れ
た
集
団
の
全
体
像
を
『
親
鸞
聖
人
門
侶
交
名
牒
』
に
お
い
て
み
て
お
き
た
い
。
親
鸞
の
直
弟

お
よ
び
そ
の
門
弟
た
ち
が
列
記
さ
れ
た
『
親
鸞
聖
人
門
侶
交
名
牒
』
に
は
、「
背
亡
母
覺
信
寄
附
旨
押
妨
上
人
影
堂
之
間
自
總
門
弟
等

中
永
削
當
流
號
了
」
や
「
唯
善
與
同
位
也
」
な
ど
と
大
谷
廟
堂
破
却
事
件
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
成
立
は
鎌
倉
時
代

末
期
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。『
親
鸞
聖
人
門
侶
交
名
牒
』
の
三
つ
の
有
力
な
書
写
本
の
う
ち
、
愛
知
県
妙
源
寺
蔵
本
（『
聖
典
全
書
』

六
、
八
三
一
〜
八
六
九
）
で
は
、
冒
頭
に
「
親
鸞
上
人
」
と
あ
り
、
以
下
に
「
真
仏
﹇
下
野
国
高
田
住
﹈
　
入
西
﹇
常
陸
国
住
﹈
　
乗

念
﹇
同
国
南
庄
住
﹈
　
性
信
﹇
下
総
国
飯
沼
住
﹈」
な
ど
と
直
弟
の
名
前
が
在
所
と
と
も
に
列
記
さ
れ
る
。
大
き
く
は
「
諸
国
散
在
之

弟
子
」
と
「
洛
中
居
住
弟
子
等
」
と
に
分
け
ら
れ
る
も
、
最
後
に
「
此
外
猶
雖
多
之
依
繁
略
之
。
已
上
都
鄙
門
弟
皆
以
面
授
口
決
也
。

悉
逝
去
畢
」（『
聖
典
全
書
』
六
、
八
三
四
）
と
記
し
て
お
り
、
さ
ら
に
多
く
の
直
弟
が
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ

る
直
弟
に
は
、
少
な
く
と
も
入
西
、
乗
念
、
順
信
、
慶
西
、
善
性
、
實
念
、
安
養
、
入
信
、
念
信
、
乗
信
、
唯
信
、
慈
善
、
善
明
、
唯

円
、
善
念
、
賴
重
、
法
善
、
明
法
、
証
信
、
敎
念
の
常
陸
国
の
二
〇
名
を
は
じ
め
と
し
て
、
下
野
国
に
は
真
仏
、
慶
信
、
信
願
、
覚

信
、
尼
法
仏
、
顕
智
の
六
名
、
下
総
国
に
は
性
信
、
信
樂
、
常
念
の
三
名
、
奥
州
に
は
如
信
、
无
為
子
、
是
信
、
本
願
、
唯
信
、
唯
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仏
、
覚
円
の
七
名
、
三
河
国
に
は
念
信
、
円
善
に
二
名
、
そ
し
て
住
処
不
詳
の
西
願
、
武
蔵
国
の
西
念
、
越
後
国
の
覚
善
、
遠
江
国
の

専
信
が
い
る
。
さ
ら
に
、
洛
中
に
は
尊
蓮
、
宗
綱
、
尋
有
、
兼
有
、
蓮
位
、
賢
阿
、
善
覚
、
浄
信
の
八
名
が
い
て
、
総
計
五
十
名
を
数

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
直
弟
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
門
弟
が
お
り
、
続
い
て
、
直
弟
を
中
心
と
し
た
集
団
が
地
域
ご
と
に
記
さ
れ
て
い

る
。
高
田
門
徒
を
例
に
挙
げ
る
と
、「
真
仏
﹇
附
弟
﹈
　
顕
智
﹇
上
人
面
授
﹈」
の
下
に
、
専
空
、
光
念
、
寂
信
、
妙
光
、
唯
善
、
教

善
、
圓
光
、
善
性
、
覚
念
、
智
道
、
慶
覚
、
教
忍
、
了
性
、
善
智
、
善
念
と
名
前
が
列
挙
さ
れ
、
最
後
に
「
自
餘
門
弟
略
之
」
と
し
て

い
る
。
こ
の
『
親
鸞
聖
人
門
侶
交
名
牒
』
に
よ
っ
て
、
初
期
真
宗
に
お
け
る
集
団
の
地
域
分
布
と
規
模
を
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。 

以
上
、
親
鸞
か
ら
初
期
真
宗
に
お
け
る
集
団
の
形
成
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
親
鸞
自
身
の
著
作
の
上
に
み
て
い
け
ば
、
教
え
を
と
も

に
す
る
集
団
と
は
、
法
然
門
下
の
人
々
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
集
団
形
成
の
意
図
が
親
鸞
自
身
の
言
葉
の
上
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
は

従
来
よ
り
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
、
親
鸞
に
は
門
弟
が
あ
り
、
多
く
の
人
々
と
の
交
わ
り
の
中
に
あ
っ
た
。

そ
の
親
鸞
お
よ
び
門
弟
の
活
動
は
や
が
て
一
流
を
成
し
て
い
き
、
法
然
門
流
の
中
に
「
大
谷
門
徒
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
分
布
は
、
長
く
滞
在
し
て
い
た
関
東
と
そ
の
関
東
を
離
れ
て
晩
年
ま
で
を
過
ご
す
京
都
を
中
心
と
し
、
広
く
展
開
し
て
い

っ
た
こ
と
で
地
域
ご
と
の
集
団
を
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

（
２
）
初
期
真
宗
に
お
け
る
集
団
の
基
軸
 

あ
る
一
定
の
「
集
団
」
に
は
、
集
団
を
形
成
す
る
根
本
的
な
理
念
と
い
え
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
共
有
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
初
期
真
宗
に
お
け
る
集
団
と
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
性
に
よ
っ
て
結
び
つ
い
て
い
た
の
か
、
そ

の
基
軸
に
つ
い
て
以
下
に
み
て
い
き
た
い
。
結
論
を
先
取
り
し
て
お
く
と
、
そ
れ
は
「
法
義
」
で
あ
る
。 

親
鸞
と
門
弟
の
こ
と
を
知
る
の
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
史
料
が
あ
る
。
親
鸞
に
お
い
て
は
、
御
消
息
の
宛
名
お
よ
び
内
容
、
著
作
の
伝
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持
や
書
写
に
関
す
る
記
録
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
門
弟
の
記
録
と
し
て
み
た
時
の
『
歎
異
抄
』、
三
河
地
方
に
お
け
る
専
修
念
仏
の
伝

播
や
門
弟
の
動
向
が
記
さ
れ
た
『
三
河
念
仏
相
承
日
記
』、
さ
ら
に
、
直
弟
が
活
躍
し
て
い
た
時
代
に
制
作
さ
れ
た
覚
如
や
存
覚
の
著

作
、
そ
し
て
佛
光
寺
の
了
源
に
よ
る
著
作
な
ど
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
、
親
鸞
と
門
弟
間
に
お
け
る
法
義
の
あ
り
方
に
つ

い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
親
鸞
の
御
消
息
で
あ
る
。
親
鸞
の
御
消
息
の
全
体
を
み
る
と
、
懇
志
へ
の
お
礼
が
述
べ
ら
れ
る
も
の

も
あ
る
が
、
内
容
の
多
く
は
、
誓
願
名
号
同
一
や
「
如
来
と
ひ
と
し
」
に
関
す
る
丁
寧
な
解
説
、
あ
る
い
は
造
悪
無
礙
の
異
義
に
対
す

る
厳
し
い
批
判
、
な
ど
法
義
理
解
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
関
東
の
門
弟
に
宛
て
た
御
消
息
の
中
に
、
親
鸞
が
門
弟

に
示
し
た
「
法
義
」
に
関
す
る
姿
勢
を
み
て
い
き
た
い
。『
末
燈
鈔
』
第
二
〇
通
に
お
い
て
親
鸞
は
、
ま
ず
、
門
弟
で
あ
る
明
法
房
や

平
塚
の
入
道
の
往
生
に
つ
い
て
述
べ
た
後
に
、 

 
京
に
も
こ
こ
ろ
え
ず
し
て
、
や
う
や
う
に
ま
ど
ひ
あ
う
て
候
ふ
め
り
。
く
に
ぐ
に
に
も
お
ほ
く
き
こ
え
候
ふ
。
法
然
聖
人
の
御
弟

子
の
な
か
に
も
、
わ
れ
は
ゆ
ゆ
し
き
学
生
な
ど
と
お
も
ひ
あ
ひ
た
る
ひ
と
び
と
も
、
こ
の
世
に
は
、
み
な
や
う
や
う
に
法
文
を
い

ひ
か
へ
て
、
身
も
ま
ど
ひ
、
ひ
と
を
も
ま
ど
は
し
て
、
わ
づ
ら
ひ
あ
う
て
候
ふ
め
り
。
              （『
聖
典
全
書
』
二
、
八
一
〇
） 

 
と
、
法
然
の
門
弟
集
団
に
お
い
て
、
法
義
が
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
へ
の
危
惧
を
表
し
て
い
る
。
こ
こ
で
親
鸞
は
、
京
都
だ

け
で
な
く
、
そ
の
他
の
地
域
で
も
、
法
義
へ
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
様
々
に
言
い
合
い
、「
法
然
聖
人
の
御
弟
子
の
な
か
」

に
も
、
自
ら
を
す
ぐ
れ
た
学
僧
だ
と
思
っ
て
い
る
者
が
、
聖
教
の
言
葉
を
言
い
換
え
、
自
他
と
も
に
迷
わ
せ
、
互
い
に
思
い
悩
ん
で
い

る
よ
う
だ
、
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
親
鸞
に
お
い
て
は
、
同
じ
法
然
の
門
弟
集
団
の
中
で
、
伝
授
さ
れ
た
法
義
に
相
異
す
る
言
動

の
あ
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
事
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
御
消
息
の
内
容
に
お
い
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
と
く

に
親
鸞
が
気
に
か
け
て
い
る
の
は
、「
法
文
」
す
な
は
ち
聖
教
の
言
葉
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
に
よ
る
法
義
理
解
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 
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こ
の
聖
教
の
言
葉
と
法
義
理
解
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
親
鸞
の
消
息
を
み
て
い
く
と
、
極
め
て
厳
し
い
表
現
で
、
あ
る
一
人
の
人
物
を

批
判
し
て
い
る
内
容
が
あ
る
。
そ
の
人
物
と
は
「
哀
愍
房
な
る
者
」
で
あ
る
。
哀
愍
房
と
は
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
慈
信
房
義
絶

状
と
い
わ
れ
る
御
消
息
に
、 

 
仰
せ
ら
れ
た
る
こ
と
、
く
は
し
く
き
き
て
候
ふ
。
な
に
よ
り
は
、
哀
愍
房
と
か
や
と
申
す
な
る
人
の
、
京
よ
り
文
を
得
た
る
と
か

や
と
申
さ
れ
候
ふ
な
る
、
か
へ
す
が
へ
す
不
思
議
に
候
ふ
。
い
ま
だ
か
た
ち
を
も
み
ず
、
文
一
度
も
た
ま
は
り
候
は
ず
、
こ
れ
よ

り
も
申
す
こ
と
も
な
き
に
、
京
よ
り
文
を
得
た
る
と
申
す
な
る
、
あ
さ
ま
し
き
こ
と
な
り
。 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
古
写
消
息
〈
三
〉、
七
六
五
） 

 
と
名
前
が
出
て
く
る
。
ま
た
、
慈
信
房
の
義
絶
を
性
信
へ
知
ら
せ
た
『
親
鸞
聖
人
血
脈
文
集
』
第
二
通
で
も
、 

 
ま
た
哀
愍
房
と
か
や
の
、
い
ま
だ
み
も
せ
ず
候
ふ
。
ま
た
文
一
度
も
ま
ゐ
ら
せ
た
る
こ
と
も
な
し
。
く
に
よ
り
も
文
た
び
た
る
こ

と
も
な
し
。
親
鸞
が
文
を
得
た
る
と
申
し
候
ふ
な
る
は
、
お
そ
ろ
し
き
こ
と
な
り
。
こ
の
『
唯
信
鈔
』
書
き
た
る
や
う
、
あ
さ
ま

し
う
候
へ
ば
、
火
に
や
き
候
ふ
べ
し
。
か
へ
す
が
へ
す
こ
こ
ろ
う
く
候
ふ
。
こ
の
文
を
人
々
に
も
み
せ
さ
せ
た
ま
ふ
べ
し
。 

（『
聖
典
全
書
』
二
、
八
七
七
） 

 
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
御
消
息
は
、
同
日
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
慈
信
房
の
義
絶
に
つ
い
て
、
本
人
宛
て
に
義
絶
を
伝
え
た
も

の
と
そ
の
旨
を
性
信
宛
で
門
弟
達
に
知
ら
せ
た
も
の
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
も
哀
愍
房
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
慈
信

房
の
義
絶
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
御
消
息
に
お
い
て
親
鸞
が
述
べ
て
い
る
の
は
、
哀
愍
房
と
い
う
者
が
関
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東
の
地
に
お
い
て
親
鸞
か
ら
手
紙
を
も
ら
っ
た
と
言
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
手
紙
の
や
り
と
り
な
ど
も
ち
ろ
ん
な
く
、
そ
も
そ
も
会
っ

た
こ
と
も
な
い
知
ら
な
い
人
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
自
分
と
は
全
く
関
係
の
な
い
人
物
で
あ
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
聖
教
の
言
葉
と
法
義
理
解
と
い
う
視
点
か
ら
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、『
親
鸞
聖
人
血
脈
文
集
』
第
二
通
の
方
に
出
て
く

る
「
唯
信
鈔
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
親
鸞
が
京
都
か
ら
関
東
の
門
弟
達
に
送
り
、
読
む
こ
と
を
勧
め
た
聖
覚
の
『
唯
信
鈔
』
で
は
な

く
、
哀
愍
房
が
制
作
し
た
と
み
ら
れ
る
「
唯
信
鈔
」
で
あ
る
。
親
鸞
自
身
が
「
こ
の
『
唯
信
鈔
』
書
き
た
る
や
う
」
と
述
べ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
性
信
が
送
っ
た
「
唯
信
鈔
」
を
実
見
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
、
親
鸞
は
こ
の
「
唯
信
鈔
」
が
い
か
に
酷
い
内
容
で

あ
る
か
を
述
べ
、「
火
に
や
き
候
ふ
べ
し
」
と
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
強
い
表
現
か
ら
推
測
す
れ
ば
、「
唯
信
鈔
」
と

は
、
お
そ
ら
く
法
然
よ
り
伝
授
し
た
法
義
を
冒
涜
す
る
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
親
鸞
に
と
っ
て
は
、
そ
の
よ

う
な
書
を
制
作
し
た
人
物
が
自
身
と
親
し
い
よ
う
に
吹
聴
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
関
東
の
門
弟
た
ち
の
混
乱
に
拍
車
を
か
け
て
い

た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
到
底
、
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
事
態
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。 

こ
の
よ
う
な
「
法
義
」
に
関
す
る
親
鸞
の
姿
勢
は
、
門
弟
に
も
受
け
継
が
れ
る
。
そ
の
最
た
る
例
は
、『
歎
異
抄
』
で
あ
ろ
う
。『
歎

異
抄
』
は
、
親
鸞
の
法
語
集
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
は
門
弟
の
法
義
理
解
あ
る
い
は
当
時
の
状
況
な
ど
を
刻
銘

に
記
録
し
た
書
と
い
え
る
。
正
し
い
法
義
を
受
け
継
ぐ
と
い
う
こ
と
は
、
異
な
る
法
義
を
嘆
く
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。『
歎
異
抄
』

の
著
者
は
、
河
和
田
の
唯
円
で
あ
る
こ
と
が
定
説
と
な
っ
た
感
が
あ
る
が
、
そ
の
序
に
は
、 

 
窃
廻
愚
案
粗
勘
古
今
歎
異
先
師
口
伝
之
真
信
思
有
後
学
相
続
之
疑
惑
幸
不
依
有
縁
知
識
者
争
得
入
易
行
一
門
哉
全
以
自
見
之
覚
語

莫
乱
他
力
之
宗
旨
仍
故
親
鸞
聖
人
御
物
語
之
趣
所
留
耳
底
聊
注
之
偏
為
散
同
心
行
者
之
不
審
也
﹇
云
々
﹈ 

（『
聖
典
全
書
』、
一
〇
五
三
） 

浄土真宗総合研究 18

23



と
、
記
さ
れ
て
い
る
。『
歎
異
抄
』
を
執
筆
し
た
の
は
、
親
鸞
の
教
え
と
異
な
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
歎
き
、
後
に
教
え
を

受
け
継
い
で
い
く
者
に
惑
い
が
生
じ
る
こ
と
を
憂
い
、
同
じ
念
仏
の
教
え
を
歩
ん
で
い
く
仲
間
の
不
審
を
取
り
除
く
た
め
で
あ
る
、
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
内
容
か
ら
は
、
当
時
す
で
に
親
鸞
の
教
え
と
は
異
な
る
理
解
が
蔓
延
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
異

義
に
対
し
て
、
正
し
い
法
義
を
表
し
て
い
く
こ
と
が
、
親
鸞
か
ら
法
義
を
伝
授
し
た
門
弟
の
成
す
べ
き
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、
正
し
い
法
義
を
顕
彰
し
、
異
な
る
法
義
を
歎
き
破
す
こ
と
は
、
後
世
に
も
続
い
て
い
く
の
で
あ
る
。
覚
如
の
『
改
邪

鈔
』
の
後
跋
に
は
、 

 
爰
近
曾
號
祖
師
御
門
葉
之
輩
中
構
非
師
傳
之
今
案
自
義
謬
黷
權
化
之
淸
流
恣
稱
當
敎
自
失
誤
他
﹇
云
々
﹈
太
不
可
然
不
可
不
禁
遏

因
茲
爲
碎
彼
邪
幢
而
挑
厥
正
燈
錄
斯
名
曰
改
邪
鈔
而
已
                                                         （『
聖
典
全
書
』
四
、
三
二
七
） 

 
と
あ
り
、
親
鸞
の
門
弟
の
中
に
師
伝
と
は
異
な
る
内
容
を
主
張
し
、
法
義
を
乱
す
者
が
あ
ら
わ
れ
た
た
め
、
そ
の
よ
う
な
邪
義
を
破
し

て
正
し
い
法
義
を
顕
彰
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
制
作
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
存
覚
の
『
破
邪
顕
正
抄
』
は
、
そ
の
題
号

が
示
す
よ
う
に
、
専
修
念
仏
に
対
す
る
誤
っ
た
見
解
を
破
し
て
正
し
い
道
理
を
顕
す
と
い
う
内
容
で
あ
る
。 

そ
れ
で
は
、
次
に
集
団
の
中
の
関
係
性
と
法
義
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
集
団
の
中
に
は
、
当
時
の
常
識
と
し
て
の
師
弟
と

い
っ
た
関
係
性
が
生
じ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
親
鸞
に
は
自
ら
師
位
に
立
つ
こ
と
の
な
い
姿
勢
が
あ
り
、『
歎
異
抄
』
の
第
六
条
に
、 

 
親
鸞
は
弟
子
一
人
も
も
た
ず
候
ふ
。
そ
の
ゆ
ゑ
は
、
わ
が
は
か
ら
ひ
に
て
、
ひ
と
に
念
仏
を
申
さ
せ
候
は
ば
こ
そ
、
弟
子
に
て
も

候
は
め
。
弥
陀
の
御
も
よ
ほ
し
に
あ
づ
か
つ
て
念
仏
申
し
候
ふ
ひ
と
を
、
わ
が
弟
子
と
申
す
こ
と
、
き
は
め
た
る
荒
涼
の
こ
と
な

り
。
                                                                                                                          （『
聖
典
全
書
』
二
、
一
〇
五
七
） 
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と
親
鸞
が
語
っ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
親
鸞
は
、「
私
に
は
一
人
の
弟
子
も
い
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
言
葉
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
は
、
集
団
の
否
定
で
は
な
い
。
集
団
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
結
び
つ
き
が
あ
り
、
教
え
を
と
も
に
す
る
中
で
、
師
と

仰
が
ず
に
は
お
れ
な
い
方
と
の
出
会
い
や
、
当
人
の
意
識
と
は
別
に
、
端
か
ら
は
師
弟
と
見
え
る
関
係
性
が
生
じ
て
い
く
こ
と
も
あ
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
教
え
を
聞
く
よ
う
に
な
り
、
念
仏
す
る
身
と
な
っ
て
い
く
こ
と
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
関
係
性
が
、「
弥
陀
の
御

も
よ
ほ
し
」
よ
り
先
に
く
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
真
宗
の
教
え
を
と
も
に
す
る
集
団
に
お
い
て
、
様
々
な
関
係
性

が
生
じ
て
い
っ
た
と
し
て
も
、
阿
弥
陀
如
来
の
法
義
こ
そ
が
基
軸
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

以
上
の
こ
と
は
、
門
弟
間
に
お
け
る
共
通
の
理
解
で
あ
り
、
そ
う
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
た
と
え
ば
、
覚
如
の
『
口
伝
鈔
』

が
あ
る
。
覚
如
の
著
作
に
は
、『
歎
異
抄
』
と
い
く
つ
も
の
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
覚
如
自
ら
が
如
信
か
ら
の
教
え
の
相
承

を
明
示
し
、
河
和
田
の
唯
円
に
も
直
接
会
っ
て
い
る
。『
口
伝
鈔
』
第
六
条
に
は
、
集
団
に
所
属
し
た
も
の
が
離
れ
る
時
に
問
題
と
な

っ
て
い
た
本
尊
・
聖
教
を
と
り
か
へ
す
、
い
わ
ゆ
る
「
悔
い
返
し
」
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、「
聖
人
の
仰
せ
に
い
は

く
」
と
し
て
、 

 
本
尊
・
聖
教
を
と
り
か
へ
す
こ
と
、
は
な
は
だ
し
か
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
な
り
。
そ
の
ゆ
ゑ
は
親
鸞
は
弟
子
一
人
も
も
た
ず
、
な

に
ご
と
を
を
し
へ
て
弟
子
と
い
ふ
べ
き
ぞ
や
。
み
な
如
来
の
御
弟
子
な
れ
ば
、
み
な
と
も
に
同
行
な
り
。
念
仏
往
生
の
信
心
を
う

る
こ
と
は
、
釈
迦
・
弥
陀
二
尊
の
御
方
便
と
し
て
発
起
す
と
み
え
た
れ
ば
、
ま
つ
た
く
親
鸞
が
授
け
た
る
に
あ
ら
ず
。 

（『
聖
典
全
書
』
四
、
二
五
四
） 

 
と
あ
る
。
覚
如
の
著
作
に
は
、『
歎
異
抄
』
を
実
見
し
た
、
あ
る
い
は
『
歎
異
抄
』
か
ら
引
用
し
た
と
の
表
現
は
、
皆
無
で
あ
る
こ
と

か
ら
『
歎
異
抄
』
に
依
っ
た
の
か
ど
う
は
か
判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
、『
歎
異
抄
』
は
そ
も
そ
も
親
鸞
が
語
っ
た
こ
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と
を
唯
円
が
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
『
口
伝
鈔
』
の
「
口
伝
」
と
は
如
信
か
ら
口
伝
え
に
聞
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
直
弟
で
あ
る
唯
円
、
如
信
の
い
ず
れ
も
が
聞
い
て
い
た
可
能
性
は
高
く
、
少
な
く
と
も
「
親
鸞
は
弟
子
一
人
も
も
た
ず
」
と

い
う
言
葉
と
そ
の
意
味
内
容
が
門
弟
間
に
お
け
る
共
通
の
理
解
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、『
改
邪
鈔
』
第
四
条
に
お
い

て
も
、 

 
祖
師
の
仰
せ
に
も
、「
そ
れ
が
し
は
ま
つ
た
く
弟
子
一
人
も
も
た
ず
。
そ
の
ゆ
ゑ
は
、
弥
陀
の
本
願
を
た
も
た
し
む
る
ほ
か
は
な

に
ご
と
を
を
し
へ
て
か
弟
子
と
号
せ
ん
。
弥
陀
の
本
願
は
仏
智
他
力
の
授
け
た
ま
ふ
と
こ
ろ
な
り
。
し
か
れ
ば
、
み
な
と
も
の
同

行
な
り
。
わ
た
く
し
の
弟
子
に
あ
ら
ず
」
と
﹇
云
々
﹈
                                                         （『
聖
典
全
書
』
四
、
三
〇
四
） 

 
と
、
や
は
り
親
鸞
の
語
っ
た
言
葉
と
し
て
「
弟
子
一
人
も
も
た
ず
」
を
示
し
、「
弥
陀
の
本
願
」
が
中
心
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
こ
の
姿
勢
は
、
さ
ら
に
時
代
が
下
っ
た
蓮
如（

7
）に
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
親
鸞
が
多
く
の
門
弟
と
の
交
わ
り
の
中
で
示
し
た
「
法
義
」
に
関
す
る
姿
勢
に
は
、
法
義
に
相
異
す
る
こ
と
に
対

し
て
は
妥
協
な
き
厳
し
さ
が
あ
り
、
形
成
さ
れ
て
い
く
集
団
に
お
い
て
も
正
し
い
法
義
を
顕
し
て
い
く
こ
と
は
、
重
要
な
こ
と
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
親
鸞
の
教
え
を
相
承
し
て
い
く
集
団
に
と
っ
て
、
そ
の
基
軸
に
あ
る
の
は
「
如
来
の
教
法
」
で
あ
り
、
そ
の
「
法
義
」
を

さ
し
措
い
て
他
の
関
係
性
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
が
初
期
真
宗
に
お
い
て
示
さ
れ
た
集
団
の
あ
り
方
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

（
３
）
真
宗
諸
流
の
組
織
化
 

最
後
に
初
期
真
宗
に
お
け
る
集
団
の
組
織
化
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。
初
期
真
宗
に
お
け
る
集
団
と
は
、
法
然
の
門
弟
と
し
て
の
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親
鸞
、
そ
し
て
そ
の
親
鸞
を
法
義
の
師
と
し
た
門
弟
の
集
団
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
真
宗
の
門
流
は
、
組
織
化
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
特
徴

的
な
性
格
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。 

ま
ず
、
挙
げ
て
お
き
た
い
の
は
「
血
脈
相
承
」
で
あ
る
。
血
脈
相
承
と
は
、
身
体
の
血
管
が
切
れ
目
な
く
続
い
て
い
る
こ
と
に
喩
え

ら
れ
る
師
か
ら
弟
子
へ
教
え
が
代
々
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
す
。
先
述
の
『
法
水
分
流
記
』
に
至
る
法
然
門
流
の
諸
記
録
が
示
す
よ
う

に
、
法
然
と
親
鸞
の
関
係
性
が
広
く
知
ら
れ
る
状
況
に
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
初
期
真
宗
に
お
い
て
は
、
法
然
・
親
鸞
の
密
接
な

繋
が
り
を
強
調
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
次
に
誰
が
位
置
す
る
の
か
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
団
の
特
徴
が

表
れ
て
く
る
。
以
下
に
、『
法
水
分
流
記
』
に
あ
っ
た
本
願
寺
・
錦
織
寺
・
佛
光
寺
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。 

本
願
寺
に
お
い
て
、
血
脈
相
承
を
強
調
し
た
の
は
覚
如
で
あ
る
。
覚
如
は
、
生
涯
を
か
け
て
親
鸞
を
法
然
の
正
統
な
継
承
者
と
し
て

顕
彰
し
て
い
く
が
、
そ
の
主
張
の
中
で
用
い
た
論
理
が
、
法
然
・
親
鸞
・
如
信
に
よ
る
「
三
代
伝
持
の
血
脈
」
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

そ
れ
は
『
改
邪
鈔
』
の
後
跋
に
、 

 
右
此
抄
者
祖
師
本
願
寺
聖
人
﹇
親
鸞
﹈
面
授
口
決
于
先
師
大
網
如
信
法
師
之
正
旨
報
土
得
生
之
最
要
也
余
壯
年
之
往
日
忝
從
受
三

代
﹇
黑
谷
本
願
寺
﹈﹇
大
網
﹈
傳
持
之
血
脈
以
降
鎭
所
蓄
二
尊
興
說
之
目
足
也
                          （『
聖
典
全
書
』
四
、
三
二
七
） 

 
と
記
さ
れ
て
い
る
。
覚
如
に
と
っ
て
如
信
と
は
、
法
然
・
親
鸞
と
相
承
さ
れ
て
き
た
法
門
伝
授
の
師
で
あ
り
、
自
ら
が
そ
の
如
信
か
ら

教
え
を
受
け
た
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
親
鸞
を
「
本
願
寺
鸞
聖
人
」（『
聖
典
全
書
』
四
、
二
四
五
）
と
し
て
顕
彰
し
て
い

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
親
鸞
聖
人
門
侶
交
名
牒
』
で
は
、『
法
水
分
流
記
』
と
同
様
に
覚
恵
、
覚
如
の
親
子
は
如
信
の
門

弟
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
如
信
に
は
親
鸞
の
直
弟
と
し
て
「
奥
州
大
網
住
」、「
親
鸞
上
人
真
弟
■
公
子
息
也
」（
妙
源
寺
蔵
本
、『
聖

典
全
書
』
六
、
八
六
二
）
と
の
註
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
親
鸞
か
ら
の
相
承
者
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
流
が
形
成
さ
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れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
ま
た
、
初
期
真
宗
に
お
け
る
集
団
が
血
脈
相
承
を
明
示
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
も
の
に
高
僧
連
座
像
と
い
わ

れ
る
も
の
が
あ
る
。
宮
崎
圓
遵
氏（

8
）は
、
奈
良
県
滝
上
寺
蔵
の
八
高
僧
像
に
つ
い
て
、 

 
善
導
の
法
門
が
正
し
く
源
空
に
う
け
つ
が
れ
、
親
鸞
に
伝
持
さ
れ
、
さ
ら
に
性
信
以
下
に
お
の
お
の
面
授
口
決
さ
れ
て
聖
空
に
至

っ
て
い
る
こ
と
を
現
わ
す
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
一
群
像
は
、
こ
れ
を
安
置
し
た
聖
空
が
、
伝
持
す
る
と
こ
ろ
の
法
脈
を

示
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

 
と
述
べ
ら
れ
、
そ
の
八
高
僧
像
が
面
授
口
決
の
相
承
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
し
て
、「
初
期
真
宗
に
し
ば
し
ば
描
か
れ
て

い
る
連
座
像
は
、
こ
う
し
た
性
格
の
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
初
期
真
宗
に
お
け
る
高
僧
連
座
像
は
、
基
本
的
な
性
格
と

し
て
は
法
脈
の
伝
持
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
諸
例
は
『
存
覚
上
人
袖
日
記
』
に
多
く
み
ら
れ
る
。『
存
覚
上
人
袖
日
記
』
と
は
、

初
期
真
宗
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
た
名
号
本
尊
や
光
明
本
尊
、
あ
る
い
は
蓮
座
像
や
太
子
像
な
ど
、
存
覚
が
見
聞
し
た
も
の
つ
い
て

の
記
録
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、「
瓜
生
津
本
尊
」
に
つ
い
て
記
さ
れ
る
内
容
に
、 

 
一
鋪
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
親
鸞
聖
人
﹈
　
﹇
十
月
廿
二
日
入
滅
﹈ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
願
寺
　
　
　
　
願
性
　
　
　
　
　
　
　
愚
咄
﹇
正
月
廿
二
日
□
﹈ 

太
子
﹇
眷
屬
六
人
／
如
恆
﹈
惠
心
　
　
　
　
　
﹇
七
月
十
七
日
入
滅
﹈﹇
八
月
十
五
日
入
滅
﹈ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
谷
　
　
　
　
　
性
信
　
　
　
　
　
　
　
善
明
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
日
本
源
空
聖
人
﹈﹇
釋
│
│
ト
／
書
無
上
人
字
﹈﹇
以
下
皆
同
﹈ 
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（『
聖
典
全
書
』
四
、
一
四
五
三
） 

 
と
あ
る
。
そ
こ
に
み
ら
れ
る
の
は
、『
法
水
分
流
記
』
に
あ
っ
た
錦
織
寺
の
系
譜
に
記
さ
れ
た
名
前
で
あ
り
、
同
様
の
も
の
が
複
数
み

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
初
期
真
宗
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
血
脈
相
承
を
明
示
す
る
の
は
一
般
的
な
傾
向
で
あ
り
、
高
僧
連
座
像
や
光

明
本
尊
以
外
に
も
、
親
鸞
の
御
消
息
集
で
あ
る
『
血
脈
文
集
』
に
つ
い
て
、
血
脈
相
承
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
横
曽
根
門
徒
に
よ

っ
て
編
集
さ
れ
た
と
す
る
説
が
あ
る
。
ま
た
、
佛
光
寺
の
了
源
に
は
、
描
き
列
ね
た
肖
像
を
系
図
の
よ
う
に
線
で
つ
な
ぎ
、
相
承
を
示

し
た
『
一
流
相
承
系
図
』
が
あ
る
。
存
覚
の
制
作
と
さ
れ
る
そ
の
序
題
に
は
、 

 
右
親
鸞
聖
人
ハ
、
眞
宗
ノ
先
達
、
一
流
ノ
名
德
ナ
リ
。
勸
化
都
鄙
ニ
ア
マ
ネ
ク
、
化
導
道
俗
ヲ
カ
ネ
タ
マ
ヘ
リ
。
カ
ノ
御
門
徒
ア

マ
タ
ニ
ア
ヒ
ワ
カ
レ
タ
マ
ヘ
ル
ナ
カ
ニ
、
予
ガ
信
知
シ
タ
テ
マ
ツ
ル
ト
コ
ロ
ノ
相
承
ハ
、
眞
佛
・
源
海
・
了
海
・
誓
海
・
明
光
コ

レ
ナ
リ
。
コ
ヽ
ニ
了
源
、
カ
ノ
明
光
ノ
ヲ
シ
ヘ
ヲ
タ
モ
チ
テ
、
ミ
ヅ
カ
ラ
モ
信
ジ
ヒ
ト
ヲ
シ
テ
モ
行
ゼ
シ
ム
（
中
略
）
カ
ツ
ハ
次

第
相
承
ノ
儀
ヲ
タ
ヾ
シ
ク
セ
シ
メ
ン
ガ
タ
メ
、
カ
ツ
ハ
同
一
念
佛
ノ
ヨ
シ
ミ
ヲ
オ
モ
フ
ニ
ヨ
リ
テ
、
現
存
ノ
ト
キ
ヨ
リ
ソ
ノ
面
像

ヲ
ウ
ツ
シ
テ
、
ス
ヱ
ノ
世
マ
デ
モ
ソ
ノ
カ
タ
ミ
ヲ
ノ
コ
サ
ン
ト
ナ
リ
。
                                （『
聖
典
全
書
』
六
、
一
二
五
三
） 

 
と
あ
る
。
こ
こ
で
も
、『
法
水
分
流
記
』
に
あ
っ
た
内
容
と
同
様
の
血
脈
相
承
が
示
さ
れ
、
そ
の
制
作
目
的
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

『
一
流
相
承
系
図
』
は
、
相
承
を
示
し
所
属
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
連
帯
感
を
高
め
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

次
に
、
集
団
が
そ
れ
ぞ
れ
組
織
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
集
団
内
外
の
問
題
や
そ
の
対
応
か
ら
組
織
の
強
化
、
統
制
の
た
め
に
集

団
の
規
則
を
制
定
す
る
よ
う
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
「
制
禁
」
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
歎
異
抄
』
第
十
三
条
に
は
、
念
仏
の
道
場
に
お

け
る
張
り
紙
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。 
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当
時
は
後
世
者
ぶ
り
し
て
、
よ
か
ら
ん
も
の
ば
か
り
念
仏
申
す
べ
き
や
う
に
、
あ
る
い
は
道
場
に
は
り
ぶ
み
を
し
て
、
な
ん
な
ん

の
こ
と
し
た
ら
ん
も
の
を
ば
、
道
場
へ
入
る
べ
か
ら
ず
な
ん
ど
と
い
ふ
こ
と
、
ひ
と
へ
に
賢
善
精
進
の
相
を
外
に
し
め
し
て
、
内

に
は
虚
仮
を
い
だ
け
る
も
の
か
。
                                                                                  （『
聖
典
全
書
』
二
、
一
〇
六
五
） 

 
こ
こ
で
は
、
縁
に
よ
っ
て
は
ど
の
よ
う
な
行
い
を
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
の
が
人
間
で
あ
る
の
に
、
近
頃
は
、
賢
げ
に
振
る
舞
う
者
が

お
り
、
外
に
賢
善
精
進
の
相
を
示
し
、
内
に
嘘
い
つ
わ
り
の
心
を
抱
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
批
判
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
一
例
と
し
て
、
念
仏
の
道
場
に
張
紙
を
し
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
者
を
道
場
に
入
れ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
こ
と
を
挙
げ
て

い
る
。
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
そ
の
内
容
の
是
非
で
は
な
く
、
当
時
す
で
に
、「
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
者
を
道
場
に

入
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
規
則
が
示
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
初
期
真
宗
の
集
団
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
規
則
は
、

「
制
禁
」「
掟
」、「
禁
制
」、「
定
」
な
ど
と
呼
ば
れ
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
成
立
年
代
や
地
域
の
委
細
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
内
容
か
ら
当
時
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
「
制
禁
」
は
、
千
葉
乗
隆
氏（

9
）に
よ
れ
ば
、 

 
聖
人
在
世
中
は
、
成
文
化
さ
れ
た
制
禁
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
聖
人
の
日
常
の
行
動
や
書
状
に
よ
る
教
諭
な
ど
が
念
仏
集
団
の
規

範
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
念
仏
集
団
が
教
団
と
し
て
の
社
会
的
存
在
価
値
を
増
大
す
る
に
つ
れ
て
、
組
織
化
が
す
す
み
、
制

禁
が
生
ま
れ
、
法
規
が
整
備
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
っ
た
。 

 
と
さ
れ
、
成
文
化
さ
れ
る
の
は
親
鸞
没
後
の
集
団
の
中
に
お
い
て
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
以
下
に
、
一
部
で
は
あ
る
が
、
い

く
つ
か
の
例
を
あ
げ
て
み
た
い
。
弘
安
八
（
一
二
八
五
）
年
の
奥
書
を
も
つ
「
善
円
十
七
箇
条
」
に
は
、「
一
向
専
修
の
念
仏
者
の
な

か
に
停
止
せ
し
む
べ
き
条
々
事
」
と
冒
頭
に
あ
り
、 
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一
　
あ
や
ま
て
一
向
専
修
と
い
ひ
て
、
邪
義
を
と
き
て
師
匠
の
悪
名
を
た
つ
る
事
 

一
　
師
匠
な
れ
は
と
て
、
是
非
を
た
ゞ
さ
ず
、
弟
子
を
勘
当
す
べ
か
ら
ざ
る
事
 

（
中
略
） 

右
こ
の
む
ね
を
停
止
せ
し
め
て
、
十
七
ケ
條
の
是
非
、
制
禁
に
ま
か
せ
て
、
専
修
一
行
の
念
仏
者
等
、
あ
ひ
た
が
ひ
に
い
ま
し
め

を
い
た
し
て
信
ぜ
ら
る
べ
し
。
も
し
こ
の
む
ね
を
そ
む
か
ん
と
も
が
ら
に
お
き
て
は
、
同
朋
・
同
行
な
り
と
い
ふ
と
も
、
衆
中
を

ま
か
り
い
だ
し
、
同
座
・
同
列
を
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
仍
制
禁
之
状
、
如
件
                 （『
聖
典
全
書
』
六
、
八
八
三
） 

 
と
あ
る
。
ま
た
、「
浄
興
寺
二
十
一
箇
条
」
に
は
、 

 
一
　
縦
雖
写
賜
聖
教
并
師
判
於
背
師
説
之
輩
者
、
有
衆
徒
之
義
定
、
須
所
伝
聖
教
被
悔
還
 

一
　
未
不
伝
師
説
輩
、
私
説
邪
義
揚
師
匠
悪
名
事
、
尤
可
留
之
 

一
　
不
勘
是
非
私
不
可
勘
当
弟
子
等
 

一
　
不
可
軽
慢
師
長
々
々
者
愚
禿
抄
上
可
見
仁
邪
者
也
　
 

（
中
略
） 

已
前
廿
一
箇
條
甄
録
如
是
堅
守
此
法
敢
不
可
違
執
於
不
用
此
制
法
之
輩
者
宜
経
衆
徒
之
僉
議
可
被
停
廃
衆
中
者
也
抑
書
置
此
誓
文

事
者
如
新
選
五
念
門
『
註
論
』
及
不
違
先
師
作
以
願
力
成
就
之
五
念
門
依
伝
知
識
成
就
之
意
趣
也
 （『

聖
典
全
書
』
六
、
八
八
三
） 

 
な
ど
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
十
四
世
紀
初
頭
の
も
の
と
さ
れ
る
「
了
智
六
箇
条
」
に
は
冒
頭
に
、 
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門
徒
の
中
に
存
知
し
て
念
仏
を
勤
行
す
べ
き
事
。 

念
仏
を
申
し
宗
に
つ
ら
な
り
な
が
ら
、
私
邪
義
を
た
て
ん
輩
に
お
き
て
は
、
つ
た
う
る
と
こ
ろ
の
聖
敎
・
本
尊
を
悔
還
し
て
、
早

衆
中
を
停
廢
す
べ
し
。
ゆ
へ
は
い
か
ん
と
な
れ
ば
、
愚
癡
の
輩
は
よ
き
こ
と
を
ば
學
ず
し
て
、
わ
る
き
こ
と
を
ば
こ
の
み
ま
な

ぶ
。
一
人
わ
る
き
と
が
ゆ
へ
に
、
万
人
を
損
ず
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
す
で
に
門
徒
の
惡
名
を
な
す
。
し
か
る
あ
ひ
だ
、
か
た
く
い

ま
し
む
べ
き
な
り
。
                                                                                                        （『
聖
典
全
書
』
六
、
八
八
九
） 

 
と
示
し
、
本
文
に
は
、 

 
一
　
わ
た
く
し
に
弟
子
同
行
を
か
ん
だ
う
す
べ
か
ら
ず
。
と
が
あ
ら
む
に
お
き
て
は
、
門
徒
の
僉
議
を
へ
て
、
そ
の
お
も
む
き
に

し
た
が
ふ
て
、
罪
科
現
在
た
ら
ば
か
ん
だ
う
す
べ
し
。
し
か
り
と
い
ふ
と
も
、
先
非
を
懺
悔
せ
ば
、
ゆ
る
し
つ
べ
く
は
ゆ
る
す
べ

し
。
                                                                                                                             （『
聖
典
全
書
』
六
、
八
八
九
） 

な
ど
と
あ
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
三
つ
の
「
制
禁
」
の
条
目
に
共
通
す
る
の
は
、
親
鸞
の
御
消
息
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
造
悪
無
礙
の
者
を

誡
め
、
善
知
識
や
師
を
軽
侮
す
る
者
を
批
難
し
た
内
容
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
門
弟
の
時
代
と
な
っ
て
以
降
も
問
題
と
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
了
智
六
箇
条
」
に
つ
い
て
は
、
先
の
二
つ
に
比
べ
て
よ
り
具
体
的
で
あ
り
、
先
述
し
て
き
た
よ
う
な
、

集
団
に
お
け
る
師
弟
と
い
う
関
係
性
、
ま
た
聖
教
の
悔
い
返
し
の
問
題
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
他
に
は
、
勤
行
や
具
体
的
な
生
活
面
に
つ

い
て
の
条
目
も
あ
る
が
、「
制
禁
」
の
中
に
「
専
修
一
行
の
念
仏
者
等
あ
ひ
た
か
ひ
に
い
ま
し
め
を
い
た
し
て
」、「
衆
徒
之
僉
議
」、

「
門
徒
の
僉
議
」
等
の
言
葉
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、
合
議
制
の
あ
る
自
治
集
団
の
姿
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

ま
た
、
佛
光
寺
の
了
源
に
よ
る
『
一
流
相
承
系
図
』
の
序
題
に
は
、「
条
々
日
ゴ
ロ
度
々
ノ
置
文
」（『
聖
典
全
書
』
六
、
一
二
五
四
）
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と
あ
り
、
そ
の
序
題
と
よ
く
対
応
し
た
内
容
を
も
つ
と
さ
れ
る
『
算
頭
録
』
の
冒
頭
で
は
、 

 
親
鸞
聖
人
の
一
流
に
お
い
て
定
め
を
き
た
ま
へ
る
条
、
わ
が
門
徒
の
と
も
が
ら
、
違
犯
な
か
ら
し
め
む
た
め
に
、
さ
だ
め
を
く

事
。
                                                                                                                          （『
聖
典
全
書
』
六
、
一
二
四
三
） 

 
と
あ
り
、
三
ケ
條
か
ら
な
る
制
法
を
集
団
に
示
し
て
い
る
。
佛
光
寺
に
は
、
集
団
内
の
統
制
を
は
か
る
た
め
、
他
に
「
制
禁
」
と
共
通

す
る
内
容
が
見
ら
れ
る
『
一
味
和
合
契
約
状
』、
弟
子
の
争
奪
に
対
応
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
念
仏
相
承

血
脈
掟
書
』
が
あ
る（

10
）。 

以
上
、
初
期
真
宗
の
諸
流
に
お
け
る
血
脈
相
承
と
「
制
禁
」
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
。
真
宗
諸
流
の
集
団
は
、
同
じ
法
義
を
基
軸

と
し
な
が
ら
も
、
系
譜
や
規
則
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
発
揮
し
、
組
織
化
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

お
わ
り
に
 

初
期
真
宗
に
お
け
る
集
団
の
姿
と
は
、
親
鸞
の
門
弟
た
ち
に
よ
る
活
動
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
は
や
が
て
諸
流
を
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に
特
徴
を
生
ん
で
い
く
も
の
で
も
あ
っ
た
。
本
論
で
は
、
親
鸞
を
起
点
と
し
て
、
集
団
の
全
体
像
、
集
団
の
基
軸
、
そ
し
て
組
織
化
に

焦
点
を
あ
て
て
論
述
し
て
き
た
。
と
く
に
今
回
は
、
親
鸞
と
門
弟
集
団
の
あ
り
方
、
ま
た
『
法
水
分
流
記
』
に
示
さ
れ
て
い
た
本
願

寺
・
錦
織
寺
・
佛
光
寺
の
系
譜
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
真
宗
教
団
は
、
最
初
期
の
集
団
形
成
の
段
階
か
ら
、
共
通
の
基
軸
を
持
ち
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
よ
っ
て
時
代
に
応
じ
、
や
が
て
後
世
に
は
広
く
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 
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【
註
】 

（
１
）
先
行
研
究
で
は
、
今
日
の
よ
う
な
「
教
団
」
で
は
な
く
原
初
的
な
集
団
を
指
し
て
「
門
流
」
や
「
門
徒
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
そ
の
点
に
つ
い

て
は
、『
親
鸞
・
初
期
真
宗
門
流
の
研
究
』（
二
〇
二
三
年
三
月
発
行
）
所
収
、
安
藤
弥
氏
「
親
鸞
・
初
期
真
宗
門
流
研
究
序
説
」
に
詳
し
い
。 

（
２
）
引
用
文
に
お
い
て
用
い
る
｛
　
｝
は
割
註
、﹇
　
﹈
は
細
字
、「
／
」
は
改
行
、
□
は
判
読
不
明
の
文
字
、
を
そ
れ
ぞ
れ
示
す
。
ま
た
、
と
く
に
断
ら
な

い
か
ぎ
り
引
文
の
後
に
（
　
）
で
示
す
内
容
は
、
引
用
典
籍
と
巻
数
、
頁
数
を
示
す
。
ま
た
、『
聖
典
全
書
（
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』）』、『
史
料
集
成

（
真
宗
史
料
集
成
）』
と
そ
れ
ぞ
れ
略
称
を
用
い
て
い
る
。 

（
３
）
牧
哲
義
氏
（「
尭
恵
堪
録
『
吉
水
分
流
記
』
に
つ
い
て
」『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
三
二
巻
二
号
、
一
九
八
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
奥
書
に
は
、
永

和
元
（
一
三
七
五
）
年
に
尭
恵
が
浄
書
し
、
永
正
七
（
一
五
一
〇
）
年
に
康
翁
、
さ
ら
に
延
宝
七
（
一
六
七
九
）
年
に
霄
翁
が
そ
れ
ぞ
れ
書
写
し
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
三
年
後
に
成
立
す
る
『
法
水
分
流
記
』
は
、
諸
流
の
数
も
多
く
客
観
性
を
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し
た

も
の
が
本
書
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
書
に
は
明
ら
か
な
後
世
の
加
筆
が
み
ら
れ
る
が
、『
法
水
分
流
記
』（
後
掲
の
山
田
氏
が
紹

介
さ
れ
た
も
の
と
は
別
の
書
写
本
）
と
合
冊
さ
れ
て
お
り
、
最
古
の
書
写
本
と
さ
れ
て
い
る
。 

（
４
）
山
田
文
昭
氏
「『
法
水
分
流
記
』
解
題
」（
一
九
一
四
年
三
月
発
行
、『
日
本
仏
教
史
之
研
究
』〈
山
田
文
昭
遺
稿
刊
行
会
編
、
一
九
四
三
年
十
月
刊
行
〉

所
収
）。
そ
こ
で
は
、
①
「
覚
英
﹇
円
性
」」
は
「
覚
恵
﹇
専
証
﹈」
の
写
誤
で
あ
る
、
②
存
覚
、
乗
専
は
覚
如
の
下
に
出
す
べ
き
で
覚
恵
の
下
な
の
は
写

誤
で
あ
る
、
③
「
真
仏
﹇
住
阿
佐
府
﹈」
は
誓
海
以
後
佛
光
寺
了
源
の
系
統
を
阿
佐
布
門
徒
と
呼
ん
だ
た
め
で
本
来
は
下
野
高
田
の
住
人
で
あ
る
、
と
の

指
摘
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
引
用
し
た
『
史
料
集
成
』
八
で
は
、
以
上
の
点
を
含
め
た
五
箇
所
に
原
本
表
記
を
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
て
い
る
こ
と
を
示

す
「
マ
マ
」
と
の
註
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。 

（
５
）
清
水
谷
正
尊
氏
『「
西
方
指
南
抄
に
つ
い
て
」』（
二
〇
一
三
年
発
行
） 

（
６
）
先
掲
の
山
田
氏
が
紹
介
さ
れ
た
『
法
水
分
流
記
』
の
書
写
本
に
は
、
冒
頭
に
永
和
四
（
一
三
七
八
）
年
に
静
見
が
撰
述
し
た
こ
と
を
示
す
「
仏
子
静
見

勘
録
｛
永
和
四
年
戊
午
／
卯
月
十
四
日
｝」
と
の
記
述
が
あ
り
、
末
尾
に
は
、
永
正
七
（
一
五
一
〇
）
年
の
三
河
法
蔵
寺
の
康
翁
の
写
伝
、
大
永
七
（
一

五
二
七
）
年
の
記
録
、
元
禄
九
（
一
六
九
六
）
年
の
匪
空
の
書
写
奥
書
が
あ
り
、
最
後
に
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
西
山
派
の
明
空
沢
了
の
手
沢
本
と
さ

れ
る
。 

（
７
）「
御
文
章
」
第
一
帖
第
一
通
に
お
い
て
、
蓮
如
は
「
真
宗
に
お
い
て
、
僧
侶
は
門
徒
を
必
ず
我
が
弟
子
と
心
得
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
如
来
や

親
鸞
聖
人
の
弟
子
と
申
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
、
判
断
が
つ
き
ま
せ
ん
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
自
身
が
聞
き
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
と
し
て
、「
故
聖
人
の

仰
せ
に
は
、〈
親
鸞
は
弟
子
一
人
も
も
た
ず
〉
と
こ
そ
仰
せ
ら
れ
候
ひ
つ
れ
。〈
そ
の
ゆ
ゑ
は
、
…
」
と
し
て
、
や
は
り
「
如
来
の
教
法
」
が
中
心
で
あ

る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。 
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（
８
）
宮
崎
圓
遵
氏
「
初
期
真
宗
の
連
座
像
に
つ
い
て
－
滝
上
寺
蔵
八
高
僧
像
を
縁
と
し
て
－
」（『
初
期
真
宗
の
研
究
』〈
一
九
七
一
年
一
月
刊
行
〉
所
収
） 

（
９
）
千
葉
乗
隆
氏
「
本
願
寺
教
団
の
展
開
と
掟
」（『
本
願
寺
教
団
の
展
開
』〈
一
九
九
六
年
四
月
刊
行
〉
所
収
） 

（
10
）
宮
崎
圓
遵
氏
（「
初
期
真
宗
の
門
徒
制
条
一
斑
」『
真
宗
史
の
研
究
（
上
）』〈
一
九
八
七
年
十
一
月
刊
行
〉
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
滋
賀
県
増
田
明
性
寺
に

余
仏
余
菩
薩
諸
法
諸
宗
を
誹
謗
す
る
こ
と
等
を
禁
じ
た
六
箇
条
や
、「
十
三
ヶ
条
」
と
い
う
貞
和
二
年
（
一
三
四
七
）
の
識
語
を
有
す
る
も
の
が
あ
り
、

鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
、
こ
の
種
の
制
禁
は
色
々
と
成
立
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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